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政策科学部

■政策科学科
政策科学専攻／Community and Regional Policy Studies 専攻

College of Policy Science

取得学位 学士（政策科学）

アドミッション・
ポリシー

政策科学部では、解決が必要とされている政策課題に対して、実践レベルに踏み込み、よりよい社会を創造するための学びを展開しています。 
こうした学びにチャレンジする学生を求めていることから、入学時点において以下の学力、関心を有することを求めます。

１ 高等学校などの教育によって修得した基礎的な学力を有していること

２ それらの知識に基づく問題解決のための思考や態度、能力習得に関心があること

３ 広く社会的な課題の解決に向けた実践や構想に意欲があること

学部HP

政策科学部は 1994年に設立されました。現在国内の政策系学部・学科・専攻は 80以上ありま

すが、「政策科学部」と称するのは立命館大学のみです。なぜ政策科学という名にこだわるのか？

それは、政策科学という新しい学問を探究していくからです。人文・社会・自然科学を問わず、学問

の世界では細分化が進んでいますが、これでは 21世紀の日本や国際社会が直面する複雑な問題に

は対処できません。既存の学問の壁を乗り越えた視点から、問題を発見し、現状を分析し、政策を

提言する力が必要になります。そのためには、複眼的で多角的な視野が求められます。政策科学

部では、こうした視野で学術的な調査、分析、提言のできる人材の育成を目指しています。このよう

な視野の獲得には、国内外のさまざまな課題に直面し、課題の解決に取り組んでいる人 と々知識や

知恵を共有し、問題の原因・背景を深く掘り下げることで、有効な解決策を導き出す実践的な学び

が不可欠です。

21世紀に入り、さまざまな分野と次元

でグローバル化が進んでいます。政策科

学部にはカリキュラムが全て英語で行な

わ れ るCommunity and Regional Policy 

Studies（CRPS）専攻が用意されており、

さまざまな国や地 域の学生が集まった

CRPS 専攻開講科目を履修することがで

きます。また、英語以外のヨーロッパ言語

とアジア言語の計 10語種から選択して学

ぶことができます（LGA / Languages for 

Global Actions 科目）。社会的に解決し

なければならない課題は、国内外の至る 

ところにあります。政策科学という学問的

営み、政策科学の視野は、国境を越えて

広がります。
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入  学
自分のやりたいことを発見し、

行動できるアクティブな学生を求めています。

公共政策系

社会マネジメント系 環境開発系

基礎理論

調査・分析

政策立案・実施

地球温暖化防止

LRTの導入

資源循環型社会

国際紛争の解決

将来の危機（リスク）の
コントロール

日本的経営の行方

都市再生 文化財の
防災

地方分権

地域格差の解消

限界集落の再生

ITとコミュニケーション

景観まちづくり

セーフ･コミュニティ

NPO

企業の社会的責任

公務員制度改革

高齢化社会

商店街活性化

金融システムの改革

ローカル・ガバナンス

グローバル化と日本の戦略

アスベスト公害

卒  業
企業、行政、NPOなどの企画・政策の立案・実施部門で

活躍できる人材を送り出します。

正岡 奈々 さん

政策科学部 政策科学科 3回生
大阪府・四天王寺高校出身

地球温暖化などの環境問題に興味があり、高

校時代から科学系プログラムへ参加するなどさ

まざまな形で理解を深めてきました。その中

で、問題の背景には経済や政治が複雑に絡み

合った構造的要因があることを知って、多角的

視点から研究する必要があると考え、公共政策

や社会マネジメントなどを含めて幅広く学べる

立命館大学政策科学部に入学しました。

政策科学部では、1回生で学術俯瞰科目を受

講して多角的な視点を養い、2回生はフィールド

ワークで現場を調査、3回生で自分の研究テー

マを探り、4回生で学びの成果を発信する、と

いうように段階的に学びを発展させていくカリ

キュラムが組まれています。多彩な授業の中で、

特に自分の成長につながったのは、2回生で受講

したグループワーク中心の「研究実践フォーラ

ム」です。この授業では、テーマや研究方法の

設定、調査研究の実施も全て学生主体で行いま

す。私たちのグループは、充電スタンドの認知

度に着目した電気自動車の普及についての研究

を行いました。その過程を通して、研究の進め

方や調査手法、報告書の書き方、またグループの

まとめ方やグループワークの進め方も実践的に

学ぶことができました。さらに発表に際し、わか

りやすい伝え方や効果的なプレゼンテーション

の仕方を学んだことで、発信力もついたと感じ

ています。最終的に学内の成果発表会で優秀

賞を受賞し、大きな自信につながりました。

いま、力を入れているのが語学学習です。グ

ローバルな視野を得るためにも重要と考え、英

語に加えて中国語を履修し、TOEIC® や中国語

検定を目指してスキルアップに励んでいます。今

後は、さらに幅広い知識を身につけ、大学院進

学も視野に入れて環境問題への取り組みを進め

ていきたいと考えています。

幅広い知識を身につけ、多角的視点から環境問題に取り組む

※TOEIC® はEducational Testing Service（ETS）の登録商標です。

｜ ｜
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栗林 みのり さん

政策科学部 政策科学科 ４回生

愛知県・滝高校出身

川口 虹波 さん

政策科学部 政策科学科 4回生

奈良市立一条高校出身

東海林 健 さん

政策科学部 政策科学科 4回生

大阪府立四條畷高校出身

森 道哉 教授

［専門分野］ 

行政学・政治過程論

吉田 友彦 教授

［専門分野］ 

都市政策・都市計画

高篠 仁奈 准教授

［専門分野］ 

開発経済学・農業経済学

文系・理系の枠組みにとらわれず、幅広い学

問領域を学べる環境に魅力を感じて入学しまし

た。印象に残っているのは「政策構想演習（ゼ

ミ）」です。個々の研究への意見交換を行った

り、社会問題に関して2つの立場からディベート

を行ったりして、幅広い知識と共に問題発見の

ための批判的思考も養うことができました。グ

ローバル言語科目でイタリア人留学生と実践

的なコミュニケーションを学べたことも印象に

残っています。学びを通して、一つの事象に対

する課題解決へ複数のアプローチを考えられ

るようになり、設定したゴールに対する合理的

かつ適切なプロセスを組み立てられるようにも

なりました。

卒業後は「人々が自分らしく生き生きと人生

を歩むことのできる社会の実現」を目指し、人

材業界で活躍したいと考えています。同じ志を

持つ学生と共に新たなキャリア支援サービスの

開発・運営に取り組むことを通して業界の方と

の協働も始めています。

国際 PBLプログラムでは、大学国際化へのア

プローチ法について、CRPS 専攻の学生や交換

留学生と共にグループで研究。英語でどう伝え

れば円滑に話し合えるかを考えたり、活躍する

日本人学生に感化されたり、得るものの大きな

プログラムだったと思います。

イタリア・ベルガモ大学への交換留学も経験。

主に持続可能な観光について学びました。言

語の壁、コロナ罹患、授業の難しさなどでくじけ

そうになりましたが、わからない点は素直に先

生や友達に聞き、授業は常に最前列で受けるな

ど積極的に行動した結果、無事単位を取得。感

謝の気持ちと共に、やればできるという自信に

もつながりました。

将来は英語とイタリア語を通じて、国籍に関

係なく人と人をつなぐ存在になりたいと考え

ています。30歳までにもう一度イタリアへ留学

するのが目標。今は語学の学習をしながら、

CRPS 専攻の授業で、環境負荷の少ない都市計

画の学習に力を入れています。

入学時は国家公務員志望でしたが、「情報社

会論」などの授業で IT 技術に関心を持つよう

になり、国家公務員養成プログラム「立命館霞

塾」で IT 戦略について学ぶうちに、官僚として

ではなく、民間人としてIT 領域に関わる方が課

題の解決につながると考えるようになりました。

その後は「みらいゼミ」でAI 倫理に関するゼミ

ナー立ち上げ、先生方、ゼミ生、職員の方も巻き

込んで、自由に議論する場を自ら作り出す経験

もしました。

私は、政策課題の解決にはコミュニケーショ

ンの改善が必須だと考えています。そのため現

在取り組んでいるのが、機械的な言語分析によ

るコミュニケーション改善の実験。今後は本格

的なシステム開発を行い、問題解決に向けた学

際的な手法の提案を目指します。

卒業後は ITベンダへ就職予定。社会の裏に

ある潜在的不平等を発見、解決することで、「生

きていて幸せだ」と思える社会を作ることが将

来の目標です。

在学中は、環境、街づくり、法律、組織などを幅広く学

び、ゼミでＳＤＧｓへの取組みと自治体の活性化に関す

る研究も行いました。さまざまな視点から物事を観察

し、総合的に判断できるようになったと感じています。

学びを故郷の発展につなげたいと考え、公務員を志し

ました。テニスサークルの会長として多種多様な人と

良好な関係を築いた経験も活かし、どんな考えや立場

の方にも対応できる職員になりたいと考えています。

希望の進路に向け、すでに仲間と行動を始めています。

国籍に関係なく人と人をつなぐ存在になりたい。

ＩＴの領域から社会の潜在的不平等を解決したい。

さまざまな視点から物事を観察し、総合的に判断する力がついた。

社会の問題に対し、あなた自身で 
問いを立て、考える４年間。

問題を多角的に把握し、実践的な解決の道

筋をつけることに加え、その過程自体を見直

しながら科学的な知見を蓄積していくのが政

策科学の魅力です。政策科学部ではグルー

プワークの機会が多くあります。仲間と何か

を作り上げる楽しさだけでなく、価値観の違い

を擦り合わせることの難しさを実体験するの

もグループワークです。面倒くさくてもタフに

思考し続けることの重要性を学べるでしょう。

私のゼミの大きなテーマは「戦後日本の

行政と政治」です。ゼミ生には、自ら選び

取った課題を究明することはもちろん、そ

の学問的面白さや社会的意義を仲間に伝え

るための努力も求めています。現地調査は

3・4回生ゼミの学外調査実習である「集中

セミナー」で実施しています。

研究の過程で悩んでいるゼミ生も、真面目

に取り組んでいるうちに成長し、「化ける瞬間」

があります。問題にあふれた社会に、どんな

政策で対応できるのか。あなた自身で問い

を立て、考える4年間も悪くないと思います。

問題意識が明確になれば、自分で 
どんどん深堀りできるようになります。

政策科学は、社会の問題の解決を目指す

学問。常に「何が問題なの？」という議論を

行っています。その問題がどのような実態

なのかは、一方向から見るだけでは解明で

きません。政策科学は、社会制度、経済、財

政、環境など、さまざまな方向から問題を３

次元で考える学問。今、目の前にある社会

的な問題の解決策を考えるのは、難しいで

すが知的刺激にあふれています。立命館大

学政策科学部には、さまざまな分野の教員

がバランスよく揃っています。世界的な問題

を視野に入れているという点でも、全国的に

稀な存在だと言えるでしょう。

ゼミの3回生には自分自身の問題意識を

明確にすることに注力してもらっています。

事例を絞り込んで考え抜き、自分のテーマが

見つかって初めて具体的な調査・分析方法

を指導し、教員としての意見も述べます。こ

の過程をしっかりたどることによって、学生

は自分でどんどん問題を深堀りできるよう

になり、大きく成長してくれています。

問題について自分の体で感じ、 
頭で考えて学べるのが魅力です。

政策をさまざまな視点から考え、幅広い

視野と多様な見方への理解を深められるの

が政策科学の面白さです。違う立場や意見

の人に対しても、思いやりと敬意を持った議

論ができる想像力と思考能力を育む学問だ

と思います。政策科学部の特徴は現場で

の体験を大切にすること。問題を自分の体

で感じ、頭で考えて学べるのが魅力です。

国際色豊かな学生が集う私のゼミでは、

インドネシアの海洋資源保全、韓国の不動

産政策、メタバースの地域文化振興への活

用など、多様な政策課題を議論しています。

カリキュラムを通して文献調査や聞き取り調

査の経験が積めるので、3、4回生になると研

究内容も高度になり、自信を持って発表して

います。議論の様子からも、独自の視点で

考え、論理的に調査や議論を進める力が身

についていることがわかります。

よりよい世界について考えたい人はここ

で学び、冷静な頭脳と分析視点を身につけ

てほしいと思います。

政策科学部って 
どんな学部？

環境開発系、公共政策系、社会マネジメント系、それぞれの系列の先生方

が教員と学生の距離が近い政策科学部ならではの魅力を語ってくれます。

政策科学部で自分のやりたいことを見つけた卒業生、また4回生の先輩 

学生からも政策科学部の学びの特色である3つのキーワードに沿った声が 

届いています。

#01グローバルに学ぶ    #02実践的に学ぶ   #03研究発信力を身につける

｜ ｜

｜ ｜  卒業生からのメッセージ

Faculty ‘s Voice

2019年、政策科学部入学。3回生からエクステン
ションセンターの公務員講座を受講。2023年、鹿児
島市役所入所。現在、市営墓地の管理業務に従事。
将来は、市の観光や環境に関する政策や企画立案
を通して市政の発展に貢献したいと考えている。

圖師 雅由紀 さん

鹿児島市役所 環境衛生課 

 （政策科学部2023年卒業）

鹿児島県立加治木高校出身

公共 
政策系

環境 
開発系

社会 
マネジメント系
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社会の問題について深く考え、政策構想力・実践力を身につける。
政策科学とは、社会における問題の原因を明らかにし、多様な利害関係者の立場を考慮しながら最善の解決策を提示する「問題解決型の

学問」です。政策科学の研究では、問題の本質を見極め、解決策を提示することが重要です。そのため、社会科学の基礎を幅広く学び、現場

で実践し、そのプロセスで得た知見と理論を交互にフィードバックして学びを深めます（政策科学部ではPBL（Project / Problem - Based 

Learning）型実践教育を取り入れています）。また、豊かな経験と役立つスキルを駆使して研究を推進する政策実践力と、さまざまな情報を収

集し大局的な視点から将来ヴィジョンを描ける政策構想力を身につけます。

学際的な学び

高校では学習指導要領の改訂により2022年度から「総合的な探究の時間」（探究）が必修科目となりました。「探究」は複雑化する現代社会

に生きる私たちにとって不可欠な学習です。世界が2030年までに達成すると定めたSDGs（持続可能な開発目標）では、環境、福祉、まちづくり、

産業、労働、教育など17の目標を掲げています。これらはいずれも人類の英知を結集して解決すべき問題です。

複雑な社会問題に取り組むためには、政策研究の柱である合理的な思考が不可欠です。それは①社会における問題を発見する（問題発見）、

②問題の解決に必要な知識と技能を身に付ける（問題解決）を二つの柱としています。これは「総合的な探究の時間」の目的であると同時に、

政策科学部が長年取り組んできた教育内容にほかなりません。

政策科学部では、「探究」の力をつくりあげるカリキュラムと授業に基づき、未来社会を切り拓く優れた人材を育てていきます。

「探究」と政策科学部

実践を通した学び

さまざまなバックグラウンドを持った教員
政策科学部は、社会科学分野だけでなく、自然科学、環境、都市計画、経済・経営学、福祉、政治・

ガバナンス、法学などさまざまなバックグラウンドを持った教員で構成され、多角的視野で問題

解決へのアプローチを実践すると共に、学生の皆さんが興味関心を持ったさまざまな分野に対応

できる体制となっています。

科学的な調査・分析能力を身につけて、研究に活用する 〈分析技法の修得〉

政策課題や政策争点の背景にある社会状況を分析したり、問題解決のために必要な政策案の効果を予測したり、過去に実施した政策の効

果を測定したりするためには、科学的な分析技法や調査方法の修得が必要になります。政策科学部では、情報機器やソフトウェアの基礎的ス

キルはもちろん、より高度な情報処理の技法を学び、調査・研究・政策分析に活用できる力量を育成する科目を用意しています。

実践を通じて政策科学の視点を学ぶ 〈PBL （Project / Problem-Based Learning） 科目〉

政策科学部では、社会科学を中心とする諸科学の基礎を総合して、海外を含むフィールド（現場）

で実践し、そのプロセスで得た知見と理論を交互にフィードバックすることで学びを深めていく、

PBL（Project / Problem-Based Learning） を重視しています。1回生時にPBLの基礎となる批判的

思考力や論理的表現力などを修得します。2回生時には企業や行政機関、NGOなど政策課題に取

り組む現場で、学生が自主的にグループを組んで研究の素材や方法、課題を見つけ出し、調査活

動を実施します。フィールド調査を重視し、学外の資料を閲覧したり、実社会で活躍する個人や

団体と接触したりすることで、政策現場の体験を学びに取り込みながら解決策を模索します。こ

れらの経験を礎として3回生での「政策構想演習」（ゼミナール）、4回生での「学士論文」を通じて

卒業論文の執筆に取り組み、政策構想力と政策実践力を涵養し修得することを目指します。

タイプロジェクト

台湾プロジェクト

城崎、中国、タイ、日台共通課題探究、インドネシア、南信州、ポートランド都市圏の持続可能で安心安全
なコミュニティ開発とまちづくり、日韓相互理解、フィリピン

［2023年度「研究実践フォーラム」特定プロジェクト（2回生配当科目）］（実施予定）

少人数グループで調査研究を進め、その成果を競い合う 〈PS アカデミック・フェスタ〉

政策科学部では、学生が小集団に分かれてその研究

成果を発表する機会を豊富に設けています。なかでも12

月に行われる「PSアカデミック・フェスタ」では、各回生

に配置されたプロジェクト科目やゼミナールの最優秀グ

ループの発表やコンペティションなどが行われます。発

表の内容はもちろん、政策を実現に導くためのプレゼン

テーション能力、

グループのチー

ムワークも試さ

れ、政策科学部の

一年の学びの集

大成となるイベ

ントです。

2022年度 PSアカデミック・フェスタ受賞テーマ（一部抜粋）

■  3・4回生「政策構想演習」「学士論文」CRPS 専攻「Policy Seminar」最優秀賞
◦ 沖縄観光 滞在期間推進の政策

■ 2回生「研究実践フォーラム」最優秀プロジェクト
◦ 茨木市におけるウォーカブルなまちづくり 

茨木・中之島・三宮の3都市のフィールド調査結果の比較から

■1回生「プロジェクト入門」最優秀賞
◦ 地域活性化の取り組みとしての廃校ソーシャルビジネスの展開

■ CRPS 専攻1回生「Introduction to Academic Research」最優秀賞
◦  Local NGOs’ Contributions to the Baan Mankong “Secure Housing” Program: 

Exploring Perceptions of Khlong Toey NGOs

■茨木市長賞
◦ 災害に対する大学生の自助、共助の知識及び行動に関する調査

多言語を学習し、言語バリアを意識しないバイタリティを身につける 〈外国語教育〉

政策科学部の外国語教育は、チャレンジ精神を持ち、英語を含む複数言語を用い、世界で活躍できるグローバル人材の育成を目指していま

す。最近では、英語でのコミュニケーションを基礎として、現地語でコミュニケーションがとれることも重要な要素となりつつあります。政

策科学部では、英語で政策科学を学ぶ科目「政策英語科目（EPS）」と英語以外の初修外国語としての科目「グローバル言語科目（LGA）」を設置

しています。EPS科目では、講義を英語のみで行う科目や、講義を通して公表に値する英語の成果物を作成する科目があります。また、LGA

科目では、5つのアジア言語（中国語、朝鮮語、ベトナム語、タイ語、インドネシア語）と5つのヨーロッパ言語（フランス語、ドイツ語、スペイ

ン語、ロシア語、イタリア語）の科目を開講しており、いずれの言語も政策実践の現場に関わる実用言語・教養言語として学びます。

※語種により開講科目数は異なります。

国際的な学び

国際的視野の獲得
政策科学を学ぶうえで国際的視野は不可欠です。政策科学部では、国際的視野を獲得するためのカリキュラムを４年間の学びの中に組み

込んでいます。

政策科学部では、

◆  英語を学ぶのではなく、英語で政策科学を学びます（政策英語科目（EPS））。

◆  英語以外の言語については、10語種から選択して学ぶことができます 

（グローバル言語科目（LGA））。

◆  海外フィールドワークを2回生演習科目 

（「研究実践フォーラム」「オンサイト調査演習」）で選択できます。

◆  言語科目・演習科目と連動した学部独自留学プログラム（2週間・半年間・1年間）を 

提供しています。 

言語・フィールド・留学を有機的に積み上げながら政策科学を学ぶことができます。

その他に、

◦ 政策科学部の英語基準コース生（CRPS専攻生）と交流しながら学ぶ科目（「Cross Border Policy Issues」）もあります。

◦英語運用能力が一定基準を満たせば、CRPS専攻科目（英語基準）を受講して要卒単位に含めることができます。

２つの専攻
政策科学部では、政策科学専攻（日本語基準）とCommunity and Regional Policy Studies （CRPS）

専攻（英語基準）があります。CRPS専攻では、さまざまな国や地域の学生が集まりそれぞれの国

や地域が抱える諸課題を共有しながら学びを深めていきます。日本語基準学生も一定の語学基準

があれば受講することができ、グローバル・ダイバーシティな環境を提供しています。

学びの特色

実践と理論を通じて
学ぶ政策科学

（政策科学科目）

10 語種から選べる 
外国語教育

（グローバル言語科目
（LGA））

学部独自
留学プログラム

英語で学ぶ
政策科学

（政策英語科目（EPS））
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［2023年度  政策構想演習（ゼミナール）担当教員・研究テーマ一覧］

飯田 未希 消費文化とジェンダー・セクシュアリティ

石川 伊吹 企業の競争優位とイノベーションのダイナミクス研究

石原 一彦 持続可能な都市形成とまちづくり

稲葉 光行 学習コミュニティと情報技術

大塚 陽子 ジェンダー平等は福祉社会の持続性をどう高めるのか

小田 尚也 政策科学的視点から分析する開発途上国の課題とサステイナビリティ

鐘ヶ江 秀彦 Society5.0時代におけるスマートシティのプランニング領域に関する研究

上久保 誠人 現実的・学際的に政策に挑む「リアリスティック・ポリシー・サイエンス」

岸 道雄 少子高齢化時代の雇用、賃金と社会保障制度の研究

小杉 隆信 資源・エネルギー・環境のシステム分析

蔡 秀卿 行政法の視点から公共政策を考える

桜井 政成 コミュニティ・ウェルビーイングを探る

桜井 良 環境問題や教育に関する政策科学

式 王美子 都市空間と社会に関する政策研究：
都市における多様な生活スタイルと貧困居住の考察を中心に

重森 臣広 政治学の古典を読む

外国語の選択
［必修（EPS）］：英語
［必修選択（LGA）］： 中国語／朝鮮語／ベトナム語／タイ語／インドネシア語／フランス語／ドイツ語／スペイン語／ロシア語／ 

イタリア語　から一言語

科目についての詳細は オンラインシラバス  立命館 検索

学びの流れ 多角的な視点を養う フィールドワークで現場を調べる
ゼミナールで 

興味のあるテーマを探る
学びの成果を 

社会へ発信する

学
術
俯
瞰
科
目
（M

LC

）Meta-Learning C
ourses

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
科
目

ヴィジョン 
基礎科目

災害と安全
APU 交流科目
EPS Foreign Area  
Studies Reading

法学基礎Ⅰ・Ⅱ
EPS Vision Broadening

比較制度
Area Studies Reading 

社会思想史

ヴィジョン展開科目 全学共通科目のうち政策科学部が認めるもの

VB特殊講義 ヴィジョン特殊講義

情報技法科目（IM） 
Information and Methods

政策情報処理
統計学
プログラミング
フィールド調査法

調査分析技法入門
情報科学入門
データ分析

社会調査法
ゲーミング＆ 
シミュレーション

地域空間分析
情報技術マネジメント

地域環境調査Ⅰ・Ⅱ

政策科学基礎科目（MP） 
Meta-policy

政治学Ⅰ・Ⅱ
現代経営学入門
サステイナビリティ学入門

公共政策
ミクロ経済学入門
政策工学入門
まちづくり入門

憲法
政策過程論
環境科学
国際学入門

政治過程論
マクロ経済学入門

公共哲学
政治文化論

グローバル言語科目（LGA） 
Language for Global Actions 

LGA特殊講義
LGA入門
LGA Special Seminar

○○・基礎1
○○・基礎2
○○・展開1
○○・展開2

○○で学ぶ文化・社会1
映像・CALLで学ぶ○○1
○○・異文化コミュニケーション1
○○で学ぶ文化・社会2
映像・CALLで学ぶ○○2
○○・異文化コミュニケーション2

※ ○○には、Chinese、Korean、Vietnamese、Thai、Indonesian、French、German、Spanish、Russian、Italian 
各言語名称が入ります。

※「○○で学ぶ文化・社会」及び「映像・CALLで学ぶ○○」は全ての語種で開講されるものではありません。

政
策
科
学
科
目
（P

LC

）Policy Learning C
ourses

公共政策

民法Ⅰ・Ⅱ
国際機構論
比較文化論
情報社会論
グローバルガバナンス
国際学入門
Policy Science Reading I

行政法Ⅰ
日本政治史
政策評価
日本と東南アジアの 
地方自治体
国際公共政策
国際政治経済論

行政法Ⅱ
行政学Ⅰ・Ⅱ
政治意識論
Policy Science  
Reading Ⅳ

現代政治理論
地域政策論
債権法

社会マネジメント

財政学
雇用政策論
非営利組織論
比較福祉社会論
国際経済学
社会保障政策
マーケティング政策論
Policy Science Reading II 

公共経済学
コミュニティ福祉論
戦略経営論
都市経済論
開発経済論
金融論
経済政策
企業組織論

消費者行動論
ビジネスプラン
パブリック・ 
マネジメント論
社会的企業論
戦略分析
Policy Science  
Reading Ⅴ

地域経済論
社会福祉政策
福祉経済論
地方財政論
組織ネットワーク論
財務分析

環境開発

減災政策 都市計画
都市マネジメント論
環境経済学
資源エネルギー論
コミュニティ政策論
国際環境政策
Policy Science Reading Ⅲ

住宅政策論
エコライフ政策
都市景観論
地域デザイン調査
計画理論
政策分析

コミュニティ防災論
都市・環境法
政策分析
交通計画
Policy Science  
Reading Ⅵ

システム科学
環境社会学
戦略的環境アセスメント
環境経営論

公共政策・
社会マネジメント・

環境開発系共通 
演習 
実習 
特講

政策科学入門
基礎演習
プロジェクト入門
政策科学特別実習1
PLC特殊講義
Contemporary Issues in 
Policy Science Ⅰ･Ⅱ

Academic Workshop
Introduction to Social 
Sciences Ⅰ･Ⅱ
EPS Project Ⅰ・Ⅱ
EPS Special SeminarⅠ・Ⅱ
Research Workshop
など

研究実践フォーラムⅠ・Ⅱ
オンサイト調査演習
政策科学特別実習2

Field Research  
Work Shop
Policy Studies Ⅰ・Ⅱ
EPS Project Ⅲ・Ⅳ
など

政策構想演習Ⅰ・Ⅱ
政策科学特別実習3
EPS Project Ⅴ・Ⅵ・Ⅶ
Policy Studies Ⅲ

政策構想演習Ⅲ
学士論文
EPS Project Ⅷ

1 回生 ［発見］ 2 回生 ［調査］ 3 回生 ［探究］ 4 回生 ［発信］

政

策

科

学

専

攻

詳しくはこちら 

▲

 

回 生

◦上記は2023年度カリキュラムです。2024年度は科目名称等が変更になる可能性があります。

◦学部の専門科目とは質的に異なる、幅広い分野の知識の修得を目指す科目を多数履修することができます。

◦各科目分野において、特殊講義が開講される場合があります。

周 ◦生 国際エネルギー環境政策とSDGs

高村 学人 平成の司法制度改革の政策評価 -法社会学の視点から

田林 葉 文化研究と研究成果の国際発信

豊田 祐輔 政策科学からアプローチする防災

西村 陽造 国際金融から考える政策課題

服部 利幸 政府と企業

平岡 和久 新しい時代の地方自治と自治体行財政研究

藤井 禎介 現代の政策課題と政治理論

舟橋 豊子 企業のグローバル・マーケティング

宮𦚰 昇 平和と安全保障の政策科学

森 隆知 情報システムの構築およびその活用に関する研究

森 裕之 自治体財政と都市政策

森 道哉 戦後日本の行政と政治

安江 則子 グローバリゼーションをめぐる政策課題

吉田 友彦 都市空間から考える都市政策論

会社ではスキンケアブランドの一商品を担当しています。戦略立案、研究開発、

商品開発、生産、販売、広告、すべての機能を調整するハブ役を担い、売上と利益

に責任を持つ仕事です。この会社を志望したきっかけは、政策科学部の「研究入

門フォーラム※」という授業で、日本の化粧品メーカーの中国市場における現地専

売ブランド戦略について研究したことです。中国でフィールドワークも行い、現地

の店舗や消費者の様子を見ることもできました。この時の経験から新興国に興

味を持つようになり、中国へ交換留学。化粧品よりまずは衛生環境を高めること

がより多くの人々に喜ばれるだろうと考えて、日用品から化粧品まで幅広い事業

領域を持つこの会社に入社しました。そのためいつかは海外事業に関わること

が目標です。技術力を活かした商品を世界に届けることを通して人々の生活を変

化させ、現地の生活文化の発展につなげたいと考えています。

子どもたちが自分オリジナルの非常用持ち出し袋をつくるワークショップを行う

防災サークルを友人と在学中に立ち上げました。その際に茨木市危機管理課の

方と活動を共にする機会があり、市民と良い関係を築かれている姿にあこがれた

のが、茨木市を志望した理由です。今は都市計画に必要な審議会の運営事務な

どを担当しています。今後はより専門的な内容にも対応できるように努力し、異な

る分野の部署に異動したとしても、臆することなく知識を吸収して前向きに取り組

みたいと考えています。大学では、サークルや留学などさまざまなことに積極的に

参加して、新しいきっかけをつかむためには新しい輪の中に入ることが大切だとい

うことを学びました。立命館大学には、挑戦できる環境があり、エネルギッシュな

仲間や、親身に相談に乗ってくださる先生や職員の方々もいます。サークル活動を

学外に展開できたのも、公務員講座で頑張れたのも、そのおかげです。

玉置 晋太郎 さん

花王株式会社 H&BC 事業部門スキンケア事業部
（政策科学部 政策科学科 2015年卒業）

山田 美沙 さん

茨木市役所 都市整備部 都市政策課
（政策科学部 政策科学科 2019年卒業）

大学での研究がきっかけで志望した会社。 
いつか商品を通して世界の生活文化を変えたい。

立命館には、挑戦できる環境とエネルギッシュな仲間、 
親身になってくれる先生や職員の方々がいます。

2011年、政策科学部入学。2012年、「研究入門フォーラム※」で日本の化粧
品メーカーの海外戦略を研究、中国などの新興国に興味を持つ。2013年、
中国大連市 東北財経大学へ半年の交換留学。2015年、花王株式会社に入
社、現在、スキンケア事業部に所属。

2015年、政策科学部入学。災害復興支援室のボランティアとして福島県楢
葉町・熊本県での活動に参加、その後、友人と防災サークル Attelle を立ち
上げ、活動。2017年、カナダへ短期留学。2019年、茨木市役所に入庁。現
在は都市整備部都市政策課で都市計画に関する事務に携わる。

※ 現在は、「研究実践フォーラム」に名称変更しています。

4年間の学び ｜ ｜  卒業生からのメッセージ

国税専門官 独立行政法人国際観光振興機構 パナソニック（株）

財務専門官 （株）JTB 東日本旅客鉄道（株）

国家公務員一般職（総務省） （株）島津製作所 （株）ファーストリテイリング

地方公務員（上級職） （株）ジャニーズ事務所 富士通（株）

アクセンチュア（株） 積水ハウス（株） 本田技研工業（株）

アマゾンウェブサービスジャパン（株） 大和ハウス工業（株） 三井住友カード（株）

イオンリテール（株） 凸版印刷（株） 三井住友海上火災保険（株）

（株）NTTドコモ 西日本旅客鉄道（株） 三菱UFJ 信託銀行（株）

大塚製薬（株） （株）ニトリ （株）村田製作所

川崎重工業（株） 日本アイ・ビー・エム（株） ヤマト運輸（株）

京セラ（株） 日本生命保険相互会社 楽天グループ（株）

（株）京都銀行 （株）博報堂DYメディアパートナーズ ローム（株）

進路・就職状況

製造 
25.4%

流通・商事
11.5%

マスコミ
2.7%

公務員
10.0%

サービス
38.9%

金融
 11.5%

◎円グラフの数値は小数点以下第二位を四捨五入により算出。
◎端数処理の関係で100％にならない場合があります。

社会人基礎力を身につけ高い就職率を実現。
社会学の学びや多彩な個性との触れ合いで得た幅広い視野と課題発見・解決能力を活かして、多くの卒業生が社会で活躍しています。

［2022年度卒業生　業種別進路決定状況］ ［2022年度卒業生　進路・就職先一例］ 〈50音順〉

7 8


